
 

 

 

新入生３人（男子３（特認校生２）） 

新１年生３人と 2年生に２人，3年生に 4人の転入生を迎え，全校生徒２９人（特

認校生 16 人）で新年度がスタートしました。新入生は尐ないですが，平成 1６年度以

降で最大の生徒数です。コミュニティスクールとしての取組も２年目になります。来年

度は明治維新１５０周年，薩摩 student19 人の様に，学校（職員 1５人），保護者，

地域が一体となり，29人一人一人の個性の開花を目指して頑張っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

７日（金）に,避難訓練を実施しました。「地震」

と地震による「土砂崩れ」「川の増水」を想定し

て避難しました。その後，出水市消防本部の講

師の先生の指導を受けながら「災害発生時の中

学生ができる役割」について，ワークショップ

型の話し合い活動をしました。2 回目の地域合

同の避難訓練に生かしていきたいと思います。 

 

 

CS として→避難訓練 



 

 

 

10 日（月），出水警察所，交通安

全協会，市役所安全安心推進課から

講師三名をお招きして，自転車運転

時の危険予測（KYT）について，学

習しました。  

『心に余裕を持って，歩行者の安全 

を最優先して，ゆっくり運転！』 

『必ず止まって確認！』 

自転車は軽車両，自動車と同じよ

うに，人の命を奪うことのできる乗

り物だということを常に意識して運

転したいと思います。また，10 月か

らは中学生の自転車乗用中のヘルメ

ット着用・保険加入が義務化されま

す。準備していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 日～14 日は，「いじめ問題を考える週間」

でした。「嫌がらせ」など,あからさまな「いじめ」

をしてはいけないことは明らかですが,「人間関

係のもつれ」「ちょっとした勘違い」「けんか」

などからも「いじめ」は起こってしまうもので,

捉え方によっても違います。 

3 年生は道徳の時間に改めて「いじめの定義」

について考えました。そして,いじめのないクラ

ス・学校を作っていくために,３年生では共通実

践事項として「自分や相手のことを考えた言動

を心がける」「明るく元気な雰囲気をつくるため

のスマイルあいさつ」に取り組んでいくことと

しました。誰もが楽しく学校生活を送れる大川

内中学校であり続けたいものです。 

生徒の感想 



優しい言葉は，短くて簡単なもの

であっても，ずっとずっと心にこ

だまする。 マザー・テレサ 

 いじめを阻止するには自分がどう行動すればよいのかについてグループで討論しま

した。他の人の意見の中で,「意思表示」と「言葉のキャッチボール」という２つの良

い言葉が出てきました。自分にとっていじめとは本当にあってはならないと心から思う

ので今日出た意見を参考に気をつけようと思いました。 

 道徳でいじめについて話し合いました。そして,とても良いキャッチフレーズができ

ました。明るく元気な雰囲気にするための「スマイルあいさつ」です。私は常に意識し

てできるようになりたいです。みんなとも仲良く相手のことを考えて行動したいです。 

2 年生は，「自分と相手を大切に」をテーマに

道徳の授業を行いました。様々な個性が集まる集

団の中には違った考えや，意見を持つ人がいるこ

と，いじめる気持ちはなくても，何気ない言葉や

態度がいじめにつながってしまうことにまず気

づき，お互いの違いを認め合いながら，助け合う

クラスづくりをするためにはどうしたら良いか

を話し合いました。「言葉づかいに気をつける」

「相手のことをしっかり分かってあげる」「笑顔で楽しい雰囲気」などみんなで大切に

したいことを付箋で出し合いまとめました。それぞれの考えを共有し，理解し合う良い

機会となったと思います。 

１年生は道徳で，「おれ，ピーマン，嫌いやからな。」という資料を使って思いやり

について考えました。学校行事の｢弁当の日｣に，ある女の子が調理をしたところ，友達

から，その料理について傷つけられる言葉を言われるという資料です。 

生徒の感想 

僕も，日頃からお母さんにご飯を食べたら｢おい

しい｣というようにしたい。そして，困っている人

を見かけたら，すぐ助けられるようにしたい。 

僕も悪い言葉を言って，お母さんにつらい思いをさせてしまっていました。これか

らは，｢思いやり｣ということを考えて，つらい思いをさせないようにしたいです 

 18 日（火）の生徒集会では，生

徒会執行部を中心にレクリエーショ

ンを行いました。特に,盛り上がった

のは「人間知恵の輪」でした。６人

グループに分かれ,全員とても楽しそ

うに活動していました。この活動の

おかげできっと生徒の心もほぐれた

ことでしょう。 短時間の準備・計

画でもこのような運営ができるのは,

普段から出水兵児のボランティア活

動などに積極的に参加し,多くのこと

を学んでいるからこそだと思いま

す。実践力が高まっている証ですね。

すばらしい活動でした。 

 

成功グループ 



生徒の感想 

今日は生徒集会で人間知恵の輪をやりました。６人ずつだったので４グループで対決

しました。私たちのグループは和が２つに分かれたり,もう尐しでとける・・・！と思

ったところでふりだしに戻ったりのエンドレスで楽しかったです。 

 19 日(水)は食育の日ということで，給食の時

間に「給食（食事）のマナー」について学習し

ました。初めに衛生面や配膳のしかた，そして

お箸の持ち方などを確認し，食事中のマナーで

は，消化に悪い「ながら食べ」（～しながら食べ

ること）や，「よせ箸」「さし箸」などのお箸の

タブーについて学びました。さっそく「これダ

メなんだ～」という声も聞こえてきて，改善し

ている様子が見えました。みんなが気持ちよく

楽しい食事が出来るよう一人一人が気を付けて

いきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５日（火）に，３年生が棚田での米づくり

に向けた企画会議を行いました。昨年度は「紙

漉」の企画を２年生時に担当しました。その経

験を生かして,企画会議ではまず昨年度の課題に

ついて意見を出し合いました。昨年度のテーマ

は,「米づくりを通して大川内のすばらしさを知

ってもらおう」でしたが,「テーマとしての認識

があまりできておらず,テーマを追求しきれてい

ない」という課題が意見として出ました。そこ

で,昨年度の反省を生かし,「大川内の広報」とい

うテーマを昨年度に引き続き追求していこうと

いうことになりました。また,紙漉のときと同様

に自分たちが「伝統を継承」していけるような

土台を作ろうということで,「活動の振り返りや

成果・課題をまとめた冊子」を作っていこうと

いうことになりました。最終的に本年度のテー

マは「米づくりを通して,大川内のすばらしさを

広め,伝統継承の土台を作る」に決定しました。

このテーマに応じて,「企画・準備班」「記録班」

「広報班」の３つの班に分かれて活動をしてい

きます。 

２４日(月)，小中合同で，全職員

も参加し，小中一貫教育や活動計画

について熟議しました。 

 大川内らしい教育を学校・保護

者・地域の方々と協働で実践します。 

 

 

 

 

 

CS として→ 
棚田米作り企画会議 

CS として→小中合同学校運営協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２６日（水）に生徒総会を実施しました。生

徒会執行部を中心に春休みから準備を進めてき

ました。昨年度の活動をまとめたり,本年度の目

標を検討したりと考えることも多く,頭を悩ませ

ながら資料を作成していました。その頑張りの

おかげで,報告や提案などの発表もとても分かり

やすかったです。協議では議長を３年生と 2 年

生が務め,とてもスムーズな進行でした。質問も

多く出て,活発な議論がかわされ,有意義な生徒

総会になりました。 

そして,協議の後は,「いじめ」をテーマとして

「個性」や「考え方」の違いなどについて問題

提起する「劇」を行いました。今回は教師側か

らの指導はほとんどなく,生徒だけで創りあげた

劇でした。台本創りから劇指導をした執行部,劇

を演じた出演者,みんなすばらしかったです。 

生徒の感想 

今日は生徒総会があり，今までの練習の成果

を出すことができました。執行部は春休みから

準備をしたりしてこの日のためにがんばりまし

た。劇の練習も在校生でがんばってきました。

全体的によくできて嬉しかったです。来年どん

なポジションになるか分からないけど，これか

らの大川内のためにがんばりたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


